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問題と自的

平成23年に大津市の中学校で発生したいじめ

自殺事件とその後の遺族による裁判が契機とな

り，我がI~の子ども遠のいじめの問題は，学校

のみならず，教育委員会 警察などの対応の問

題を含めた複合的な社会病理現象であることが

改めて浮き彫りにされた。平成25年9月，いじ

め防止対策推進法が施行されるに至り，我が留

でもようやく子ども達のいじめの問題への対

応-対策に関する法的根拠が整った。現在，我

が国の教育現場におけるいじめに対する意識は

高く，平成25年度の日本全国の小中高・特別支

援学校における児童生徒間のいじめの発生認知

件数は. 2年前の 7万231件を大幅に上田る18

万5，803件となり，過去第2位の高い値を示して

いる(文部科学省. 2014)。折しも，教育心理

学者達を中心に，学校における包括的な予防教

育の機運が高まり，諸外国の取り組みとその成

果が紹介されるとともに(山崎・戸田-渡辺，

2013) .学校を挙げての大規模な教育プログラ

ムの実践が開始されている(勝開・津田・山

崎.2011)。これらの取り組みを通じて，いじめ

被害者の救済のみならず いじめを行う子ども

の攻撃性の適正化が図られる必要がある。その

ためには，我が国の子ども達の攻撃行動に関す

る科学的知見の蓄積が益々必要となっている。

世界的に見て，児童生徒間のいじめの手口

で最も一般的なのは「悪口-からかいjの言

語的攻撃であるが，欧米諸国に比べて我がI~

の児童生徒で、多い手口が「無視-仲間はずれJ

である(森田. 2001)。我が屈では欧米諸国に

比較すると相互協調的自己観(interdependent

sel壬construal，Markus & Kitayama， 1991) がf憂

勢で，対人関係を重視する傾向にあるため，こ

の様な手口による攻撃が子とともに与える影響

はより深刻になりやすく(Kawabata，Crick， & 

Hamaguchi， 2013). 特に留意する必要がある。

Crick & Grotpeter (1995) は. I他者の仲間
関係を故意に操作したり 損なうことによっ

て，その人を傷つけること」を関係性攻撃

(relational aggression) とn乎び，集団からの排

除，友情や受容の撤回，悪意あるi噂の流布など

をその具体的な形態とした。関係性攻撃は，人

間関係を重視する人々にとって特に有害である

にも拘らず，非言語的な仕方や蔭で操作するこ

とも少なくないため，言語的攻撃や身体的攻撃

より目立ちにくく (Bauman& Del Rio， 2006). 

教師による介入が函難な攻撃行動である。特に

中学生の時期には，子ども達のイ11J間関係が児童

期よりも狭く，親密になるため(落合・佐藤，

1996) .関係性攻撃は仲の良い友達関係の中で
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発生しやすくなる。そのため，教師が日頃から

学級内や部活動内部での生徒同士の仲間関係や

仲間集関，仲間集団関の関係をよく把握してお

くことが，効果的な予防と介入には不可欠であ

る。

上記の必要を受け，渡部・演口 (2014) は，

中学・高校の教師を対象に，教師評定用多次元

性関係性攻撃尺度(中高生版:MRAS-JST)を

作成した。これは 2因子構造で，無視，社会的

排除，接触の意図的回避などを含む「関係拒否」

下位尺度と I1噂の流布」下位尺度から構成され

る9項目 5段階評定の尺度である。 2つの下位

尺度はともに高い内的一貫性を示しているが，

妥当性の検討は未着手である。中学校の関係性

攻撃への効果的な介入のためにも，関係性攻撃

の信頼性と妥当性を兼ね備えた教師評定尺度の

完成が望まれる。

ところで，従来，関係性攻撃については児童

の心理社会的適応との関連を中心に多くの研

究が行われており，以下の知見が明らかにさ

れてきた。①小学校中・高学年の時点で既に，

関係性攻撃には1]寺閥的安定性がある (Crick& 

Grotpeter， 1995; Werner & Crick， 2004)，②関

係性攻撃は111]r習による受容とは負，仲間による

拒否とは正の関連がある (Crick& Grotpeter， 

1995) ，③関係性攻撃は，普通児よりも拒否児

と敵味方児の方が多く行う (Crick& Grotpeter， 

1995; Tomada & Schneider， 1997) ，④関係性攻

撃はf中間からの孤立感，抑うつ・不安等の内在

化問題と正の関連がある (Crick& Grotpeter， 

1995; Kawabata， Crick， & Hamaguchi， 2010)，⑤ 

小学3年生の時点で関係性攻撃を多く行う子ど

もは， 1年後.ひきこもりや非行傾向が強く

なる (Crick，Ostrov， & Werner， 2006)，⑥関係
性攻撃は社会的情報処理によって規定される

(Crick， 1995; Crick & Werner， 1998)。この様に，

関係性攻撃の概念の提唱者である N.R.Crickと

その弟子や共同研究者の諸研究では，既に児童

期において，関係性攻撃は個人内で安定した行

動傾向であか行為者自身の仲間関係や心理社

会的適応を損なう，介入を要する有害な行動で

あることが示されてきた。
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しかし近年，思春期の子どもの関係性攻撃と

社会的適応との関連について，児童期を中心に

見出された従来の知見とは異なる事実が明らか

にされてきた。これには 仲間内の社会的地

位に関する新しい測定法の開発が関係してい

るo Crickらの研究では，仲間内での人気の測

度として，ソシオメトリック・テストの肯定的

指名・否定的指名に基づく測度と地位類型が

用いられていたが (Coie，Dodge， & Coppotelli， 

1982) ，これに加えて最近は， 1知覚された人気

度 (perceivedpopularity) Jが使用されるように

なってきた。これは，児童生徒に， 自分の所属

している学級(学年)で「最も人気のある子ど

も」と「最も不人気な子どもjをそれぞれ指名

させ，子どもごとに仲間からの被指名数(率)

を算出する測度である。この測度で高得点とな

る子どもは， 1仲間内で人気が最もあるjと仲間
違が思っている子どもを意味しており，その子

どもが実際に仲間から好かれているとは眠らな

い。これに対して，ソシオメトリック・テスト

による，従来の社会的選好 (socialpreference) 

得点は，仲間からの肯定的被指名数・否定的被

指名数を基に計算されており，現実に仲間から

好かれることが多く 嫌われることが少ないこ

と意味する測度である。「知覚された人気度j

を用いた思春期の子どもの研究では，仲間内で

の人気と関係性攻撃の間に，従来の知見とは反

対に正の関連を示す研究が散見される。たとえ

ば， Ryan & Shim (2008)は，仲間内での人気の

獲得に価値を童き，人気を得ることを目標とす

る傾向の強い青年ほど 関係性攻撃を行いやす

いことを見出している。一方， Puckett， Aikins， 

& Cillessen (2008)は 中学 l年生を対象とし

た1年間の縦断的研究で 関係性攻撃の多さと

知覚された人気度との正の関連が，社会的自己

効力の高さや仲間の社交性の高さによって調整

されることを見出している。これはすなわち，

関係性攻撃を多く行う者でも，社会的自己効力

が高い，あるいは仲間の社交性が高い生徒の場

合は，知覚された人気度が高まるが，逆にこれ

の調整変数が低い生徒の場合は，知覚された人

気度が低くなることを意味している。 1知覚さ
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れた人気度」と関係性攻撃との関連を検討した

上述の諸研究は，いわゆる「クラスの人気者」

の中には，実質的に仲間から好かれている従来

の「人気児Jだけでなく，多綾なソーシャル・

スキjレを駆使しつつ，関係性攻撃をも用いて人

気を獲得・維持している者が含まれていること

を示唆している。関係性攻撃は他者を傷つける

行為なので，それを行う者には仲間からの実質

的な拒否・受容の低下のリスクが常につきまと

う。そのため，たとえ「クラスの人気者Jであっ

ても，関係性攻撃を行う以上，心理社会的不適

応を何らかの仕方で損なう可能性がある。そこ

で本研究の第2の自的として，中学生の人気児

において，仲間に対する関係性攻撃とその生徒

自身の心理社会的不適応との間にどのような関

連があるかを明らかにすることを目的とする D

また比較のために，仲間から拒否される不人気

な生徒における関係性攻撃と心理社会的不適応

との関連も合わせて検討する。

先述したとおり，中学校の教師にとって，生

徒問で行われている関係性攻撃に対する感受性

の高さは，いじめの効果的な予防や対処にとっ

て重要な!被能である。そこで，担任教師が生徒

の関係性攻撃と心理社会的適応との関にととのよ

うな関連を見出しているのか教師自身の認識を

明らかにすることは，教育実践上も重要な意義

がある。そのため，本研究では特に，中学校の

教伺iが認知する生徒の関係性攻撃に焦点を当

て，それが生徒達の心理社会的適応とどのよう

な関連を示すのかを検討することとする。

方 土
A

調査対象者

株式会社 NTIレゾナンスの gooリサーチに

モニター登録をしている中学校教員の中から，

自発的に参加協力した107名が対象者となった。

そのうち，教示の読み間違いなどで標的生徒の

選択を誤った(人気児と拒否児で異なる学年の

生徒を選んだ)対象者の回答22名分を除外した

85名(男性63名，女性22名)について分析を

行った。年代の内訳は20代 .30代16名， 40代35
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名， 50代33名， 60代 1名であり， 40， 50代が多

かった。平均年齢は46.5歳であった。勤務地は

北海道から九州まで広域に分布した(北海道

ふ東北6，関東28，中部16，近畿12，中国4，

四国4，九州・沖縄9)。

調査時期

2012年2月に実施した。

実施手続き

調査対象者には，今年度受け持った学級の生

徒遠の中から， a. 1多くの仲間から好かれ，そ

の生徒を嫌うf中間は殆どいない生徒(人気児)j

を一人，思い浮かべさせ，その生徒の性別，学年

を回答させた後，後述の教師評定j苦多次元性

関係性攻撃尺度(中高生版)， CBCL-TRF，子

どもの社会的行動評定尺度 (CSBST， Crick & 

Grotpeter， 1995)でその生徒の普段の行動の評

定を求めた。引き続き， aの生徒と同じ学級の

生徒の中から， b. 1何人もの仲間から嫌われ，

その生徒を好む仲間が殆どいないかった生徒

(拒否児)Jを一人，思い浮かべさせ， a 同様の

内容の質問に回答を求めた。

調査内容

( 1 )教師評定用多次元性関係性攻撃尺度(中

高生版)

渡部?賓口 (2014) の尺度である (Multi-

dimensional Relational Aggression Scales for 

Junior & Senior high school Teacher rating form: 

MRAS-JST) 0 2つの下位尺度から成る。関係拒

否6項百 (1自分がきらいな人が来たら，他の人

をさそって別の場所に行く jなど)， I噂の流布3

項目 (1友だちについて人から開いたよくない
うわさを広めるjなど)の合計9項目を使用。

担任教師が対象の生徒を 「まったくあてはま

らない (1)j， 1あまりあてはまらない(2 ) j， 

「どちらとも言えない (3)J.1少しあてはまる
は)J. Iよくあてはまる(5 ) Jの5段階で評定

した。

(2) CBCしTRF

Achenbach (1991) によって開発された

'Teacher Report Form of the Child Behavior 

Check List'の日本語翻訳版を使用した。項目

数が多いため，抑うつ・不安尺度18項目から
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特に抑うつの症状を示唆する 7項目 (1ひとり

ぼっちで寂しいとこぼすJ. 1誰も大切に思って

くれないと感じたり-こぼしたりするJなど)
と，中学生にも見られる非行的行動尺度9項邑

(1やってはいけない事をした後でも悪いとは思

わないようだJ，1悪いことをする子達とたむろ

する」など)を抜粋した。評定対象の生徒の

過去2ヶ月の状態について 「あてはまらない

( 0 ) j 1やや・時々あてはまる(1 ) j， 1たいへ

ん・よくあてはまる(2 ) jの3段階評定で評定

してもらった。

( 3 )子どもの社会的行動評定尺度

Crick & Grotpeter (1995) の‘Children's

Social Behavior Scales for Teachers' (CSBST)の

日本語翻訳版。 3つの下位尺度から成る。向社

会的行動尺度 6項目 (1この生徒は仲間によく
拒否される子をかわいそうに思い，助けてあげ

ようとするJ. 1この生徒は，仲間グループの活

動や遊びのリーダーによくなるJなどに顕在
性攻撃尺度 4項自 (iこの生徒は仲間を叩いた

り，蹴ったりするJ. 1この生徒は，仲間を押し

たり，突き飛ばしたりする」などに関係性攻

撃尺度5項目 (1この生徒がある仲間に腹を立

てている時，その仲間を仲良しグループや遊び

グループから仲間はずれにして仕返しをするj，

「この生徒は{中関のよくない噂や陰口を広めるJ

など)を使用。担任教師により評定対象の生徒

について 5段階評定してもらった (1ぜんぜん

そうでない (1)J. iたまにそう (2)J. 1とき
どきそう (3)J. 1だいたいそう (4)j， 1いつ

もそう(5 ) J)。

結果

( 1 )尺度の信頼性

本研究で使用した MRAS-JST，CBCL-TRF， 

CSBSTのすべての下位尺度について，地位類型

ごと(人気児と拒否児)にα係数を算出し信

頼性を確認した (Table1)。全ての下位尺度に

亘って .80~.99 という α 係数が示され，高い信

頼性が確認された。
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(2) MRS-JSTの併存的妥当性の検討

MRS-JSTの2下位度と尺度全体の合計得点

の併存的妥当性を検討するために， CSBSTの関

係性攻撃尺度，顕在性攻撃尺度，向社会的行動

尺度との相関係数を地位類型ごとに算出した。

Table 2に示す様に，人気泡においても拒否児

においても MRAらJSTの2つの下位尺度と合計

得点はともに CSBSTの関係性攻撃と正の有意

相関が見られ，併存的妥当性が確認された。特

に拒否児においては相関係数の値が .73~.77 と

極めて高く，十分な併存的妥当性があることが

示された。顕在性攻撃とは人気鬼・拒否児とも

に中程度の相関が見られた。向社会的行動とは

人気児においてのみ負の有意な相関が見られ

た。

( 3 )地位類型間の社会的行動と適応指標の差

異

MRAS-JST， CSBST， CBCL-TRFの全ての下

位尺度について評定対象間，すなわち人気児と

拒否児問の平均値に差があるかを検討するため

に，対応のある t検定を行った。結果を Table

3に示す。 CSBSTの向社会的行動では拒否児よ

りも人気児の方が有意に高かったが，それ以

外，すなわち MRAS-JSTの関係拒否と噂の流

布， CSBSTの顕在性攻撃と関係性攻撃.CBCL-

TRFの抑うつ・不安と非行的行動の全てで，人

気児よりも拒否児の方が有意に高かった。

(4 )仲間への社会的行動と心理社会的適応と

の関連についての人気児・拒否児期jの検

討

人気児・拒否児それぞれの地位類型におい

Table 1 使用した尺度の信頼性

尺度 人気児 拒否児

MRAS-JST 合計 .96 .98 
関係拒否 .95 .96 
噂の流布 .97 .99 

CBCL-TRF 
不安抑うつ .80 .86 
非行的行動 .91 .89 

CSBST 
関係性攻撃 .98 .96 
顕在性攻撃 .94 .95 
向社会的行動 .90 .87 
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て. 2種類の関係性攻撃、向社会的行動.顕

在性攻撃といった仲間への社会的行動が，抑

うつ・不安ならび、に非行的行動に示す関連を検

討するために，重回帰分析を行った。 4つの仲

間への社会的行動の下位尺度を説明変数とし

CBCL-TRFの抑うつ・不安下位尺度と非行的行
動をそれぞれ基準変数とする重回帰分析を実施

した (Table針。

人気児の場合，不安.j:i[Jうつでは重相関係数

は.43. 非行的行動では .62といずれも高く，有

意であった。顕在性攻撃が不安・抑うつおよび

非行的行動と正の関連が見られる一方，関係拒

否は不安-抑うっと，噂流布は非行的行動と正

の関連が見られた。

拒否児の場合，不安・抑うつについては，重

相関係数は有意ではあるが低い値を示したに過

ぎなかった。しかしながら，非行的行動では極

めて高い重相関係数が見られた。不安・抑うつ

では，向社会的行動が正の関連を示し非行的

行動とは噂流布と顕在性攻撃が比較的強い正の

関連を示した。抑うつ・不安と関係性攻撃の問

には有意な関連が見られなかった。

以上の様に，中学生では教師が判断した人気

児の場合も拒否児の場合もともに，非行的行動

Table 2 MRS-JSTの併存的妥当性

人気児 拒否児

MRAS-]ST/CSBST 関係性攻撃 顕在性攻撃向社会的行動 関係性攻撃 顕在性攻撃 向社会的行動

関係拒否 .36キキ* .35キ** 一.46*本字 .75水** .43 * * * .04 n.s. 

|噂流;:{fi .39キ*本 .42**本 一.39** * .73場** .45*キキ .03 n.s . 

合計 .38水*本 .39本** 一.45*ネ* .77本** .45 * *キ 04n.s. 

キ*等戸<.001

Table 3 各尺度における人気児と拒否児の差

A~l孔-ノ!日レ 拒否児 t値

尺!支名 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 (df= 84) 

MRAS-]ST (関係拒否) 9.13 3.95 17.41 7.67 8.71 * *本

MRAS-]ST (1噂の流布) 4.11 1.86 8.08 4.28 7.83本水本

CBCL-TRF (抑うつ不安) 7.93 1.61 10.79 3.34 7.69**本

CBCL-TRF (非行的行動) 9.71 2.00 14.20 4.84 8.43 * *本

CSBST (向社会的行動) 19.08 6.14 9.32 4.20 13.06*卒事

CSBST (関係性攻撃) 6.29 3.21 10.05 5.76 5.72* *本

CSBST (顕在性攻撃) 4.88 2.60 6.68 4.32 3.83本格率

半**戸<.001

Table 4 仲間への社会的行動から抑うつ・不安ならびに反社会的行動傾向へ重回帰分析結果

A ノヌ~ノ!日レ

料!うつ不安

B r 

関係拒否 .30* * .37* * * 
i噂の流布 -.25 .27キ本

向社会的行動 .17 一.00
顕在性攻撃 .22* .33*キ*

非行的行部j

8 f 

.29.，. .56* * * 

.45*本* .56字本*

.07 -.11 

.28キキ .47*キ*

jf¥Jうつ・不安

s r 

.08 .09 

.13 .14 

.28*キ .28 
-.02 .04 

R .43*** .62本*本 .28字本

F(2，82) = 9.14 F(2，82) = 25.34 F(l，83) = 7.01 
f .18 .38 .08 

拒否児

非行i刊行部j

s r 

一.03 .57牢**
.40*キキ .64ホ

.01 .14・1・

.53キ** .71 *キ移

.79* * * 

F(2，82)82 = 69.70 
.62 

関係拒否と噂の流布は MRAS-]STの下位尺度。向社会的行動，顕在性攻撃は CSBSTの下位尺度o
.，. p<.10， *ρ<.05， *キp<.Ol， キ**ρ<.001

-5-
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と一貫して有意な関連がある関係性攻撃は，排

除・無視ではなく，陰でよくない噂を広める行

動であることが明らかにされた。

考察

本研究は，渡部・漬口 (2014)によって開発

された教師評定の中高生用多次元性関係性攻撃

尺度 (MIMS-JST)の妥当性の検討と，教師が

認知した中学生の人気児と拒否児において，関

係性攻撃と心理社会的適応との関連性を検討す

ることが目的とされた。

( 1 )妥当性の検討

MAAS-JSTの併存的妥当性は CSBSTの関係

性攻撃，顕在性攻撃，向社会的行動との相関に

よって検討された。人気児においても拒否児に

おいても.MAAらJSTの関係拒否と噂の流布の

2下位尺度及び合計得点は CSBSTの関係性攻

撃尺度と正の有意相関が見られ，併存的妥当性

が支持された。特に拒否児において相関係数

は .73~.77 と高く，教師がイrp問から拒否されて

いる生徒の関係性攻撃を評定する際に MAAS-

JSTとCSBSTの両測度がきわめて類似した行

動傾向を測定していることが示された。人気児

の場合，再調IJ度の相関係数は .36~.39 と控えめ

な値にとどまっている。 Table3に示す様に，拒

否児の場合と比べ 尺度の得点分布が全体的に

低く，標準偏差が小さいため，両測度の棺関が

高くならなかったものと思われる。顕在性攻撃

とは，人気児で .35~ .42. 拒否児で.43~.45と

なった。児童を対象とした教師評定用の多次元

性関係性攻撃尺度 (MAAS-ET:桑原・関口・

演口. 2014)では，顕在性攻撃と関係性攻撃各

尺度との相関は人気児で .33~.38. 拒否児で .33

~.36であった。仲間指名前j度を用いた Crick & 

Grotpeter (1995)では，関係性攻撃と顕在性攻

撃の相関は.54であった。この様に，先行研究で

は，教師評定でも仲間指名でも，関係性攻撃と

顕在性攻撃には中程度の正の相関が見られてお

り，本研究の結果もほぼ一致している。形態は

異なるが他者を意図的に傷つける行動である点

では一致しており，中程度の正の相関があるこ

-6-

とは理論的にも妥当な結果と思われる。この点

からも MAAS-JSTの併存的妥当性が支持された

と言えよう。向社会的行動とは負の関連が予想

されたが，人気児において -.39~ 一.46の中程

度の有意相関が見られただけで，拒否児におい

ては負の相関は見られなかった。 Table3に示す

様に，拒否児は人気児に比べると，元来向社会

的行動の平均値が低く，標準偏差も小さい。一

方で関係性攻撃の平均値は高く，標準偏差は大

きし」こういった分布の特性が，両i~1j度開の相

関を抑制しているのかもしれなし」以上に見た

様に，併存的妥当性のエピデンスも示されてい

るが，今後は人気児も拒否児も含んだより大き

なサンプルでの妥当性検討が望まれる。

(2 )社会的地位類型による差の検討

全ての測度について 人気児と拒否児との簡

の平均値の差を対応のある t検定で検討したと

ころ，全ての測度において有意な社会的地位類

型の差が見られた。 CSBSTの向社会的行動は人

気児の方が高かったが. MAAS-]STの2下位尺

度.CSBSTの顕在性攻撃と関係性攻撃.CBCL-

TRFの抑うつ・不安と非行的行動については全

て人気児よりも拒否児の方が高かった。これら

の結果は，社会的地位類型の測度も社会的行動

のiMIJ度も， ともに仲間指名と教師評定の相違が

あっても，先行研究と一致しており (Coieet al.， 

1982; Crick & Grotpeter， 1995 ;前田.1995).測

度の違いを越えて一貫した結果と言えよう。

( 3)人気児・不人気児における関係性攻撃と

心理社会的適応との関連の検討

MAAS-]STの関係拒否と噂の流布.CSBSTの

顕在性攻撃と向社会的行動を独立変数. CBCL-

TRFの抑うつ・不安と非行的行動をそれぞれ

従属変数とする重回帰分析を人気児と拒否児別

に行った。その結果，人気児では，抑うつ・不

安に対して顕在性攻撃と関係拒否が正の関連を

示し非行的行動については顕在性攻撃と噂の

流布が正の関連を示した。顕在性攻撃を統制し

でもなお.関係性攻撃の独自の寄与が認められ

た。中学校の教師が，多くの仲間から好かれて

いると認知している人気児の場合でも，関係

性攻撃を多く行う生徒ほど，抑うつ・不安や
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非行的行動といった心理社会的不適応傾向が

強まることが明らかになった。従来の研究で

は，関係性攻撃は内在化問題や外在化問題と正

の関連があることが既に知られており. (Crick 

& Grotpeter， 1995; Crick et al.， 2006; Kawabata 

et al.， 2010) .本研究の結果は，対象年齢が中学

生，測定方法が教師評定であっても，一般化可

能性のある知見であると言えよう。

重回帰分析の結果.抑うつ・不安傾向につい

ては，拒否児の場合は向社会的行動が多し斗まど

高まるという結果であったが，人気児の場合

は，関係性攻撃の J~コでも，特に関係拒否が多い

ほど抑うつ・不安傾向が高まることが示され

た。拒否児は仲間から好かれることが少なく，

嫌われることが多い社会的地位である。この様

な地位にいる生徒が向社会的行動を行ったとし

ても，相手に受け入れられなかったり，受け入

れられたとしても，相手からの返報がない可能

性がある。そうした場合には，向社会的行動を

多く行う程，報われず，結果として抑うつ・不

安傾向が高まるものと忠われる。一方，人気児

の場合，関係拒否を行う程，抑うつ・不安傾向

が高まるという結果であった。関係拒否は，自

分が嫌いな人物に対する無視，社会的排徐，関

係の回避である。人気児は他者から好かれるこ

とが多い故に， 自分が好きでない相手から好意

を持たれ，接近されることもあり得る。そう

なった時に，その人物との関わりをなくす自的

で関係拒否の諸行動をとるものと考えられる。

人気児で関係拒否行動が多いことは，こうした

葛藤を経験する頻度の多さや継続性を示唆して

おり，こうした葛藤経験のために抑うつ・不安

傾向が高まるものと推察される。また，無視や

排除という行為は単に相手との接触を最小限に

する対処方略だけでなく，相手を傷つける嫌

悪的な行為である (Crick& Grotpeter， 1995)。

従って，その被害者はもちろん，その行為に加

担させられたり， 目撃した生徒達にとっても不

快な出来事である。人気児といえども，仲間集

団内で.属国を巻き込みながら関係拒否を多く

行うほど，その行為の嫌悪性ゆえに，相手を含

め局間の生徒達から掠否されやすくなり，その

-7 -

為，抑うつ傾向や不安傾向が高まると考えられ

る。 職場の関係性攻撃と加害者の心理的ストレ

スとの関連を検討した関口-演口 (2012)では，

関係性攻撃加害経験が，崩圏による被受容感の

低さ・被拒否感の高さによって媒介されて，心

理的ストレス反応を高める結果を得ている。こ

うしたメカニズムが中学生の人気児で、もf動いて

いる可能性もある。

重由帰分析の結果，非行的行動については人

気児・拒否児ともに，顕在性攻撃の多さに加え

て噂の流布を多く行うほど非行的行動が増加

するという結果が得られた。今回取り上げた

CBCL-TRFの非行的行動の項自は i嘘，君、学，

飲酒・物質使用. I悪いことをしても反省しな

い」などの行動であった。顕在性攻撃は身体的

攻撃と言語的攻撃から成る攻撃行動で¥これを

多く行う者ほど反社会性が高まるのは当然の結

果と言えよう。一方 1噂の流布は，攻撃行動の

形態としては顕在性攻撃より穏やかで自立ちに

くし」しかしながらこれは， 自ら進んで仲間の

よくないl噂を広める行為であり.関係拒否より

は積極的な関係性攻撃である。職場で、の社会人

による関係性攻撃の研究では 1噂の流布に対応

する行動(陰口-噂)は 男女とも一次性-二

次性サイコパシー傾向と有意な関連があり，利

己的で，対人操作的で，共感性が低く，衝動的

な行動であることが明らかにされている(桑

原・演口. 2012)。従って，人気児でも拒否児

でも，こうした性質の行動をより多く行う程，

反社会的な行動傾向がより強まるものと思われ

るO

Ryan & Shim (2008)や Puckettet al. (2008) 

の研究では，仲間内での人気度が高い子どもの

中にも関係性攻撃を多く行う子どもの存在が示

されている。 以上に見たように，本研究におい

ても人気児の中にも関係性攻撃を多く行う者が

いることが確認され。本研究ではさらに，無視

や集団からの排除.関係を回避する傾向が強い

人気児ほど，抑うつ・不安傾向が強くなるほ

か，仲間の噂を積極的に流布する傾向が強い人

気児ほど，非行的行動傾向が強まるという棟

に，関係性攻撃の種類によって人気児の心理社
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会的不適応、に異なった影響を与えることが示唆

された。この点は新たな知見と言えよう。

(4 )今後の諜題

本研究は中学生の関係性攻撃を測定する多次

元性の教師評定尺度であるMRAS-JSTの妥当性
の検討と，教師によって知覚された中学生の人

気児において，関係性攻撃と心理社会的適応と

の関連を検討することを目的として行われた。

妥当性の検討は，本研究では教師が挙げた人

気児と拒否児のそれぞれについて.類似の社会

的行動の教師評定尺震である CSBSTの下位尺
度との相関を検討する方法を取った。一定の併

存的妥当性が示されたが，今後は，①評定対象

である生徒の人気度は特に指定せず，受け持ち

の生徒をランダムに抽出して評定させ， CSBST 
各 F位尺度との関連を検討する，②自己報告や

仲間指名など他の種類のiP.1J度を用いて関係性攻

撃の個人差を測定し関連を検討するといった

ことが諜題である。

教師が知覚した人気度による関係性攻撃の心

理社会的適応に対ーする関連の検討について，本

研究では，人気児といえども関係性攻撃を行う

ことが心理社会的不適応を引き起こすこと，そ

して，関係拒否が抑うつ・不安傾向を高め，噂

の流布が非行的行動傾向を促進することを示唆

する結果が得られた。これは非常に興味深い知

見であるが，①心理社会的不適応、の1~1j度を生徒

の自己報告(特に:JJpうつ・不安の様な内在化問

題)やイ中間指名(行動傾向など)といった測度

によって測定して検討する.②同時に仲間が知

覚した人気度も測定し教師の知覚による場合

との異i司を検討することなどが課題として残さ

れている。
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